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令和２年（2020）
２月号新たな30人の顔ぶれでスタート

　１月９日、改選後初の議会として臨時会が開催され、議長に大室尚
議員、副議長に長沢純議員が就任しました。その他、各常任委員会委
員、議会運営委員会委員の選任などが行われました。

●令和２年第１回臨時会
正副議長あいさつ、委員・会派構成
●令和元年12月定例会
主な議案、委員会審査、討論、提出議案とその結果

決算審査、百条委員会、議会改革、所管事務調査

市政に対する一般質問
委員会活動
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副議長　長沢　純議長　大室　尚

議長、副議長
就任あいさつ

一部事務組合議会議員
　地方公共団体の事務の一部を効率よく広域で処理する
ために、一部事務組合を設けることができます。上尾市
が構成団体となっている一部事務組合は二つあり、その
組合議会に一定数の議員が選出されています。

●埼玉県都市競艇組合議会議員（15団体、定数 28人）
　大室 尚

●上尾、桶川、伊奈衛生組合議会議員（３団体、定数 12人）
　星野 良行　渡辺 綱一　平田 通子　道下 文男　井上 茂

選挙管理委員
　上尾市選挙管理委員と同補充員の任期が、２月２日で
満了となるため、その選挙が行われました。結果は次の
とおりです（敬称略）。任期は、令和２年２月３日～令和
６年２月２日です。

●選挙管理委員
　日水 正敏　鈴木 博　前島 義光　大木 保司
●選挙管理委員補充員
　大場 玲子　本田 直子　野本 一人　菅田 泉
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　市民の皆様には、平素より市政ならびに市議会に対
しまして、格別のご理解とご協力を賜り、心より厚く
お礼申し上げます。
　私たちは、１月９日の臨時会におきまして、議員各
位のご推挙により、議長ならびに副議長に就任いたし
ました。誠に身に余る光栄であり、職責の重さを痛感
し、身の引き締まる思いでございます。微力ではござ
いますが、公平公正かつ円滑な議会運営に最善の努力

を尽くしてまいりますので、よろしくお願い申し上げ
ます。
　さて、市議会では、私有地のブロック塀などを公費
で撤去・新設するという不適切な工事が行われたこと
を受け、当該工事に関する調査特別委員会を設置し、
報告書を取りまとめるとともに、証言拒否や虚偽証言
をした証人の告発手続きをいたしました。このように、
二元代表制の一翼として、市行政を監視する役割を果
たすことはもちろんのことでございますが、市議会と
いたしましても、議員一人ひとりがコンプライアンス
意識を徹底し、市民の皆様の信頼を得られるよう、再
発防止に取り組んでまいる所存でございます。
　また、これまで市議会で進めてきた議会改革につき
ましては、昨年６月から委員会の録画配信を開始する
など、市民の皆様により開かれた議会を目指してまい
りました。今後も議会の円滑な運営や活性化を図るた
め取り組んでまいります。
　市議会といたしましては、上尾に住んで良かったと
思える魅力あるまちづくり、そして、本市の発展のた
め、市民の皆様と共に全力を尽くしてまいります。
　今後とも、市議会の活動にご理解とご協力を賜りま
すようお願い申し上げまして、就任のあいさつとさせ
ていただきます。
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し、身の引き締まる思いでございます。微力ではござ
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意識を徹底し、市民の皆様の信頼を得られるよう、再
発防止に取り組んでまいる所存でございます。
　また、これまで市議会で進めてきた議会改革につき
ましては、昨年６月から委員会の録画配信を開始する
など、市民の皆様により開かれた議会を目指してまい
りました。今後も議会の円滑な運営や活性化を図るた
め取り組んでまいります。
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思える魅力あるまちづくり、そして、本市の発展のた
め、市民の皆様と共に全力を尽くしてまいります。
　今後とも、市議会の活動にご理解とご協力を賜りま
すようお願い申し上げまして、就任のあいさつとさせ
ていただきます。
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　上尾市議会では、議案審査を行うために四つの常任委員会を設けています。議員は、今後２年間、常任委員
として所管部門に属する事務についての調査や議案、請願などの審査に当たります。（◎が委員長、○が副委員長）

各常任委員会委員長などを決定

総務常任委員会
◎新道 龍一　○原田 嘉明　井上 智則　荒川 昌佑　小川 明仁　深山 孝　海老原 直矢　池田 達生

市政の企画・調整、広報・広聴、財政、市税、財産管理、
市有建築物の建築・修繕、防災・危機管理、交通・防犯など所管事項

文教経済常任委員会
◎鈴木 茂　○秋山 かほる　尾花 瑛仁　矢口 豊人　大室 尚　前島 るり　平田 通子

環境保全、廃棄物、農業・商工業の振興、学校教育、生涯学習、
スポーツ振興など所管事項

都市整備消防常任委員会
◎井上 茂　○戸口 佐一　津田 賢伯　佐藤 恵理子　田中 一崇　星野 良行　長沢 純

都市計画、市街地整備、建築行政、開発行政、公園・緑地、道路・
橋りょう、上水道、下水道、河川、消防行政など所管事項

健康福祉常任委員会
◎新藤 孝子　○戸野部 直乃　田島 純　轟 信一　樋口 敦　渡辺 綱一　道下 文男　浦和 三郎

福祉全般、子育て支援、青少年、介護保険、国民健康保険、
国民年金、後期高齢者医療、健康増進、生活保護など所管事項

議会運営委員会
◎星野 良行　○海老原 直矢　尾花 瑛仁　新道 龍一　荒川 昌佑　新藤 孝子　前島 るり　池田 達生　道下 文男　浦和 三郎

議会運営のため議員間の意見調整を行い、会期、議事日程など議会を円滑
に進行させるとともに、議会に関する条例・規則などの審査に当たります。

議会報編集委員会
◎矢口 豊人　○戸口 佐一　田島 純　原田 嘉明　轟 信一　井上 智則　樋口 敦　戸野部 直乃

「あげお議会だより」の編集・発行、市議会ホームページの運用などにつ
いて協議・調整に当たります。
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発防止に取り組んでまいる所存でございます。
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ましては、昨年６月から委員会の録画配信を開始する
など、市民の皆様により開かれた議会を目指してまい
りました。今後も議会の円滑な運営や活性化を図るた
め取り組んでまいります。
　市議会といたしましては、上尾に住んで良かったと
思える魅力あるまちづくり、そして、本市の発展のた
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◎議案第１号賛否一覧 ※〇=賛成　×＝反対　※議長は採決に加わりません。

令和２年第１回臨時会 市長提出議案１件を可決市長提出議案１件を可決
議案第 1 号　工事請負契約の変更契約の締結について【本庁舎外壁・防水等改修工事】
反対・無会派（秋山）なぜこの工法を選んだか、

明確な答弁がなかった。また、工事が終わらないと詳細
が出せないということでは、金額が適正かどうかの判断
や市民への説明などができず、議員の責務が果たせない。

討 論

　上尾市議会では、議案審査を行うために四つの常任委員会を設けています。議員は、今後２年間、常任委員
として所管部門に属する事務についての調査や議案、請願などの審査に当たります。（◎が委員長、○が副委員長）

各常任委員会委員長などを決定

総務常任委員会
◎新道 龍一　○原田 嘉明　井上 智則　荒川 昌佑　小川 明仁　深山 孝　海老原 直矢　池田 達生

市政の企画・調整、広報・広聴、財政、市税、財産管理、
市有建築物の建築・修繕、防災・危機管理、交通・防犯など所管事項

文教経済常任委員会
◎鈴木 茂　○秋山 かほる　尾花 瑛仁　矢口 豊人　大室 尚　前島 るり　平田 通子

環境保全、廃棄物、農業・商工業の振興、学校教育、生涯学習、
スポーツ振興など所管事項

都市整備消防常任委員会
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都市計画、市街地整備、建築行政、開発行政、公園・緑地、道路・
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議会運営のため議員間の意見調整を行い、会期、議事日程など議会を円滑
に進行させるとともに、議会に関する条例・規則などの審査に当たります。

議会報編集委員会
◎矢口 豊人　○戸口 佐一　田島 純　原田 嘉明　轟 信一　井上 智則　樋口 敦　戸野部 直乃

定例会や臨時会の委員会審査の内容、議決結果など市議会の動きを市民
の皆さんにお知らせする「あげお議会だより」の編集に当たります。

田
島

　純

原
田
嘉
明

尾
花
瑛
仁

田
中
一
崇

星
野
良
行

大
室

　尚

鈴
木

　茂

浦
和
三
郎

井
上

　茂

轟

　信
一

新
藤
孝
子

戸
口
佐
一

池
田
達
生

平
田
通
子

道
下
文
男

津
田
賢
伯

佐
藤
恵
理
子

小
川
明
仁

井
上
智
則

戸
野
部
直
乃

前
島
る
り

長
沢

　純

新
道
龍
一

○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○

荒
川
昌
佑
○○○ ○ ○ ○○ ○ ○ × × ○○

渡
辺
綱
一

深
山

　孝

樋
口

　敦
○ ○議長 欠席 ○ ○ ○ ○

彩の会 政策・市民の声 共産党 無会派公明党
矢
口
豊
人

海
老
原
直
矢

◎議案第１号賛否一覧 ※〇=賛成　×＝反対　※議長は採決に加わりません。

令和２年第１回臨時会 市長提出議案１件を可決市長提出議案１件を可決
議案第 1 号　工事請負契約の変更契約の締結について【本庁舎外壁・防水等改修工事】
反対・無会派（秋山）なぜこの工法を選んだか、

明確な答弁がなかった。また、工事が終わらないと詳細
が出せないということでは、金額が適正かどうかの判断
や市民への説明などができず、議員の責務が果たせない。

討 論
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国
道
16
号
線
の
南
の

瓦
葺
・
尾
山
台
・
原
市
南

地
域
の
人
口
は
増
え
続
け

て
い
る
が
、
受
診
で
き
る

医
院
が
少
な
い
。
特
定
健

診
の
受
診
率
は
。
ま
た
、

特
定
健
診
を
さ
い
た
ま
市

で
受
診
で
き
る
よ
う
に
な

ら
な
い
か
。

平
成
28
年
度
の
受
診

率
は
、
上
尾
地
区
は
46
・

１
％
、
原
市
地
区
は
41
％

で
あ
る
。
特
定
健
診
は
市

町
村
が
医
療
機
関
に
委
託

し
て
お
り
、
健
診
項
目
や

自
己
負
担
額
が
異
な
る
こ

と
な
ど
か
ら
市
外
で
の
受

診
は
難
し
い
。
平
成
30
年

度
か
ら
国
民
健
康
保
険
制

度
は
県
内
統
一
の
方
針
で

運
営
し
て
お
り
、
国
保
運

営
の
課
題
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

原
市
地
区
の
救
急
出

問問

場
の
傾
向
と
、
原
市
分
署

の
耐
震
診
断
の
結
果
に
基

づ
い
た
今
後
の
計
画
は
。

原
市
地
区
の
救
急
出

場
件
数
は
、
市
全
体
の
約

16
％
で
増
加
傾
向
で
あ
る
。

原
市
分
署
は「
上
尾
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」に

基
づ
き
、
耐
震
診
断
の
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
耐
震

補
強
や
伊
奈
町
と
の
消
防

広
域
化
の
進
展
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
関
係

各
課
と
調
整
し
て
い
く
。

防
災
や
子
育
て
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
る
た
め
の
拠

点
と
な
る
公
民
館
設
置
を

求
め
る
が
、
見
解
は
。

昭
和
57
年
策
定
の

「
上
尾
市
総
合
計
画
」で
、

旧
６
カ
町
村
に
各
１
館
と

位
置
付
け
ら
れ
た
。
今
後

も
６
公
民
館
を
拠
点
施
設

と
す
る
。

北
の
事
業
化
と
併
せ
て
、

北
本
県
土
整
備
事
務
所
へ

要
望
し
て
ほ
し
い
。

　県
道
上
尾
蓮
田
線
分
岐

付
近
の
市
道
３
０
６
６
８

号
線
の
冠
水
状
況
は
。

上
尾
蓮
田
線
の
都
市

計
画
区
域
内
に
あ
り
、
道

路
改
良
整
備
な
ど
が
難
し

い
た
め
、
今
後
北
本
県
土

整
備
事
務
所
と
冠
水
減
少

に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
き
た
い
。

平
塚
サ
ッ
カ
ー
場
西

側
区
域
内
の
道
路
は
、
抜

け
道
と
し
て
利
用
さ
れ
る

が
、車
が
す
れ
違
え
ず
、緊

急
車
両
が
通
れ
な
い
こ
と

も
あ
る
。こ
の
よ
う
な
狭

い
道
路
の
整
備
予
定
は
。

地
域
住
民
よ
り
提
出

さ
れ
る
要
望
書
の
中
か

ら
、
緊
急
性
や
安
全
性
な

ど
を
考
慮
し
、
工
事
箇
所

を
選
定
し
、
事
業
を
進
め

て
い
る
。

箇
所
、
設
置
期
間
な
ど
を

十
分
に
協
議
す
る
必
要
が

あ
る
。原

新
町
自
転
車
駐
車

場
の
立
体
化
や
、
平
面
か

ら
ラ
ッ
ク
式
に
す
る
な

ど
、
駐
輪
台
数
を
増
や
し

て
駅
利
用
者
が
民
間
並
み

の
料
金
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
再
整
備

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

J
R
北
上
尾
駅
東
口

周
辺
に
は
、
市
が
把
握
し

て
い
る
だ
け
で
16
カ
所
の

民
間
駐
輪
場
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
原
新
町
自
転
車

駐
車
場
の
立
体
化
は
、
放

置
自
転
車
数
と
の
比
較
の

中
で
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
て
い
く
。

第
二
産
業
道
路
の
進

捗
状
況
は
。

北
本
県
土
整
備
事
務

所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

県
道
上
尾
環
状
線
か
ら
県

道
上
尾
蓮
田
線
ま
で
の
事

業
中
区
間
は
、
令
和
元
年

９
月
末
日
現
在
で
用
地
買

収
進
捗
率
が
98
％
、
工
事

進
捗
率
が
23
％
で
あ
る
。

第
二
産
業
道
路
開
通
後
の

上
尾
蓮
田
線
と
の
交
差
点

付
近
に
つ
い
て
は
、
１
車

線
化
に
よ
る
車
両
台
数
の

制
限
や
、
旧
第
二
産
業
道

路
と
交
通
量
を
分
散
す
る

こ
と
で
渋
滞
緩
和
を
図
り

た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
県
道
上
尾
蓮
田
線

よ
り
以
北
の
事
業
化
は
未

定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

９
月
定
例
会
か
ら
工

事
進
捗
率
は
変
化
が
な

い
。
県
道
上
尾
蓮
田
線
以

問問 答 第
二
産
業
道
路
整
備
の
進
捗
は

ち
ょ
く

新道龍一
（彩の会）

問問

Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ
上
尾
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
前

の
歩
道
に
置
か
れ
て
い
る

違
法
駐
輪
は
歩
行
者
の
通

行
に
支
障
を
来
し
て
い

る
。こ
の
状
況
に
つ
い
て
、

商
業
施
設
管
理
者
と
の
協

議
は
し
て
き
た
か
。

平
成
30
年
に
協
議
を

行
い
、
買
い
物
利
用
者
向

け
の
駐
輪
場
の
増
設
と
駐

輪
場
へ
の
誘
導
を
依
頼

し
、
対
応
し
て
も
ら
っ
て

い
る
が
、
大
幅
な
改
善
に

は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

最
終
手
段
と
し
て
パ

イ
ロ
ン
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン

を
設
置
す
る
な
ど
の
規
制

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

駐
輪
禁
止
の
周
知
手

段
と
し
て
、
パ
イ
ロ
ン
な

ど
の
設
置
は
有
効
で
あ
る

が
、
警
察
や
商
業
施
設
管

理
者
と
安
全
対
策
、
設
置

答答

答

違
法
駐
輪
対
策
を
進
め
て

答

答答

瓦
葺
・
尾
山
台
・
原
市
南
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　諸
問
題

問

平田通子
（日本共産党
上尾市議会議員団）

斎藤哲雄
（彩の会）

問

14

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
地
域
経
済
の
活
性
化
を

●
子
ど
も
の
居
場
所

　づ
く
り

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
上
平
北
小
学
校
学
童
保

　育
所

●
子
ど
も
達
の
安
心
・
安

　全
の
確
保

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
子
ど
も
の
教
育
環
境
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委
員
会
審
査
か
ら
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総
務
、
都
市
整
備
消
防
、
文
教
経
済
、

健
康
福
祉
の
各
常
任
委
員
会
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

以
下
、
審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
主
な

質
疑
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
メ
モ
〉
令
和
元
年
10
月
に
発
生
し
た

台
風
第
19
・
21
号
に
よ
る
災
害
対
応
の

た
め
、
土
の
う
設
置
や
土
砂
撤
去
を
行

っ
た
結
果
、
賄
え
な
か
っ
た
予
算
を
増

額
補
正
す
る
も
の
。

委
員　
修
繕
の
主
な
内
容
は
。

答　
土
の
う
は
市
内
全
域
に
対
し
、
合

計
２
１
７
８
袋
配
布
し
た
。
土
砂
撤
去

は
、
主
に
荒
川
沿
い
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
、
開
平
橋
付
近
の
平
方
の
上
宿

地
区
を
中
心
と
し
た
地
域
、
平
方
土
地

改
良
区
に
接
続
す
る
道
路
を
行
っ
た
。

〈
メ
モ
〉
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
若

　

12
月
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案

23
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
、
委
員
会

提
出
議
案
４
件
の
計
29
件
を
審
議
し
、

こ
の
う
ち
28
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・

承
認
・
同
意
・
異
議
な
き
旨
答
申
し
、

１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月

定
例
会
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た

平
成
30
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
議
案
６
件
の
う
ち
、
５
件
を
認
定
し
、

１
件
を
不
認
定
と
し
ま
し
た
。

年
層
を
中
心
に
給
料
月
額
の
引
き
上
げ

を
行
う
も
の
。

委
員　
人
事
院
勧
告
に
は
従
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
他
市
の
状
況
は
。

答　
情
勢
適
応
の
原
則
と
い
う
職
員
の

給
与
に
適
用
さ
れ
る
原
則
が
あ
り
、
社

会
情
勢
を
考
慮
し
て
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
人
事
院
勧
告

に
準
拠
し
て
い
る
。
県
内
40
市
中
36
市

に
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
36
市
全
て
が

人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
て
い
た
。

　
本
条
例
案
に
対
し
、
委
員
か
ら
「
市

政
に
対
す
る
信
頼
と
信
用
を
取
り
戻
す

た
め
、
し
ば
ら
く
は
現
状
の
ま
ま
と
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
」
な
ど
の
理

由
か
ら
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
を
求
め

る
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成

少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

〈
メ
モ
〉
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保

険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
も
の
。

今
後
、
薬
剤
や
特
定
健
診
な
ど
の
情
報

も
確
認
可
能
と
な
る
。

委
員　
い
つ
か
ら
保
険
証
の
代
わ
り
と

し
て
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　
令
和
３
年
３
月
か
ら
の
予
定
で
あ
る
。

〈
メ
モ
〉
現
在
、
平
方
幼
稚
園
は
、
園

児
数
が
定
員
を
大
幅
に
下
回
る
状
況
が

続
き
、
管
理
運
営
費
の
状
況
や
幼
児
教

育
無
償
化
実
施
な
ど
の
状
況
を
考
慮
し
、

令
和
２
年
度
入
園
児
が
卒
園
す
る
令
和

４
年
３
月
の
閉
園
を
提
案
す
る
も
の
。

委
員　
２
回
の
保
護
者
へ
の
説
明
会
で
、

市
は
ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
た
か
。
ま

た
、
保
護
者
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
は
。

答　
１
回
目
の
説
明
会
で
は
、
保
護
者

か
ら
の
質
問
状
に
沿
っ
た
内
容
と
、
閉

園
に
関
す
る
説
明
を
し
た
。
２
回
目
の

説
明
会
で
は
、
閉
園
と
決
定
し
た
理
由

と
決
定
ま
で
の
過
程
を
説
明
し
た
。
保

護
者
か
ら
は
平
方
幼
稚
園
の
存
続
を
希

望
す
る
声
を
伺
っ
て
い
る
。

委
員　
保
護
者
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
た

と
い
う
根
拠
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答　
園
児
数
の
減
少
や
財
政
状
況
な
ど

に
つ
い
て
は
理
解
を
得
ら
れ
た
と
考
え

る
が
、
閉
園
に
つ
い
て
は
、
合
意
を
得

ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
委
員
か
ら
「
説
明
会
で
も
多
く
の
保

護
者
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
市

し
市
民
か
ら
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
中
、
特
別
職
の
賞
与
を
引
き
上
げ
る

こ
と
は
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。

上
尾
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
賦
課
限
度
額
の
引
き

上
げ
に
対
し
、
協
会
け
ん
ぽ
並
み
を
求

め
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
要
求
が
あ
る

中
で
、
影
響
を
受
け
る
市
民
が
多
く
、

負
担
も
増
し
て
し
ま
う
。

上
尾
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

賛
成
・
無
会
派（
小
川
）　
平
方
幼
稚
園

の
果
た
す
役
割
は
重
要
だ
が
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
と
そ
れ
を
遂
行
す
る
た

め
の
財
政
的
な
根
拠
と
い
う
観
点
か
ら

捉
え
、
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

反
対
・
公
明
党　
施
設
の
老
朽
化
な
ど

課
題
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

引
き
続
き
、
地
域
住
民
や
保
護
者
に
対

し
、
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
説

明
が
必
要
で
あ
る
。

反
対
・
共
産
党　
保
護
者
へ
の
説
明
や

丁
寧
な
対
応
が
十
分
だ
と
は
と
て
も
言

え
な
い
。
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
請

願
へ
の
対
応
も
議
会
軽
視
と
指
摘
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

上
尾
市
平
塚
サ
ッ
カ
ー
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
料
金
体
系
を
見
直
し
、

大
幅
引
き
上
げ
に
な
る
が
、
価
格
を
低

長
、
教
育
長
の
誠
意
も
感
じ
ら
れ
な
い
」

「
保
護
者
へ
の
説
明
や
対
応
が
不
十
分
で

あ
る
。
今
回
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
、

も
っ
と
市
民
的
な
議
論
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」「
閉
園
に
つ
い
て
保
護
者
が

合
意
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
合
意
を
得
る
た
め
の
努
力
も
不
十

分
で
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た

後
、
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
者
な
く
、

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

※

本
会
議
の
採
決
状
況
は
６
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

反
対
・
共
産
党　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使

っ
て
一
部
の
利
用
者
に
多
額
の
税
金
を

費
や
す
増
税
対
策
そ
の
も
の
が
問
題
で

あ
り
、
消
費
拡
大
効
果
も
疑
わ
し
い
。

平
成
31
年
度
上
尾
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

反
対
・
共
産
党　
健
康
保
険
証
の
機
能

付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失

し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
個
人
情

報
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
。

市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
税
金
の
使
い
方
に
対

廉
に
し
、
稼
働
率
を
上
げ
、
収
入
を
増

や
す
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。

上
尾
市
自
然
学
習
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
今
ま
で
無
料
で
あ
っ

た
和
室
の
利
用
料
金
を
有
料
と
す
る
こ

と
は
、
利
用
者
の
負
担
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
。

　
令
和
元
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、

次
の
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
選
挙
の
年
齢
別
投
票
結
果
」
を
H
P
に

公
開
す
る
こ
と
の
請
願

請
願
者
／
近
藤
泰
介

■
人
権
擁
護
委
員
に
千
葉
ふ
み
子
氏
・

藤
波
政
明
氏
・
野
田
正
氏

　
人
権
擁
護
委
員
・
千
葉
ふ
み
子
氏
・

藤
波
政
明
氏
・
野
田
正
氏
の
任
期
は
、

令
和
２
年
３
月
31
日
で
満
了
と
な
る
が
、

３
氏
を
再
び
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見

を
求
め
ら
れ
、
全
会
一
致
で
異
議
な
き

旨
答
申
し
ま
し
た
。

■
監
査
委
員
に
鈴
木
彬
氏

　
監
査
委
員
・
嶋
田
一
孝
氏
が
令
和
元

年
12
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

後
任
と
し
て
鈴
木
彬
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
12
月
定
例
会

審
議
さ
れ
た
主
な
議
案

都
市
整
備
消
防
常
任
委
員
会

補正予算
台
風
被
害
へ
の
対
応

総
務
常
任
委
員
会

条例制定
市
職
員
の
給
料
月
額
を

引
き
上
げ

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

補正予算
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

健
康
保
険
証
と
一
体
化

閉
会
中
の
継
続
審
査
は
否
決

平
方
幼
稚
園
閉
園
に
つ
い
て
は
否
決

Pick Up 12月定例会の主な議案
議案第52号　平成31年度上尾市一般会計補正予算（第６号）
平成31年度上尾市一般会計補正予算を可決

歳入歳出補正額 ５億9839万9000円

台風による
被害への
対応

○台風第19号により土砂などが流
入した平方土地改良区の農地につ
いて、堆積した土砂などを撤去

○台風第19号により発生した災害
廃棄物の処理を実施

４億4000 万円
【翌年度へ繰越し】

4582 万円

文
教
経
済
常
任
委
員
会

条例制定
将
来
的
な
平
方
幼
稚
園
の

閉
園
を
審
査



5

AGEO CITYNo.193令和 2 年 2 月号 /議会だより

　
総
務
、
都
市
整
備
消
防
、
文
教
経
済
、

健
康
福
祉
の
各
常
任
委
員
会
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

以
下
、
審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
主
な

質
疑
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
メ
モ
〉
令
和
元
年
10
月
に
発
生
し
た

台
風
第
19
・
21
号
に
よ
る
災
害
対
応
の

た
め
、
土
の
う
設
置
や
土
砂
撤
去
を
行

っ
た
結
果
、
賄
え
な
か
っ
た
予
算
を
増

額
補
正
す
る
も
の
。

委
員　
修
繕
の
主
な
内
容
は
。

答　
土
の
う
は
市
内
全
域
に
対
し
、
合

計
２
１
７
８
袋
配
布
し
た
。
土
砂
撤
去

は
、
主
に
荒
川
沿
い
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
、
開
平
橋
付
近
の
平
方
の
上
宿

地
区
を
中
心
と
し
た
地
域
、
平
方
土
地

改
良
区
に
接
続
す
る
道
路
を
行
っ
た
。

〈
メ
モ
〉
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
若

　

12
月
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案

23
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
、
委
員
会

提
出
議
案
４
件
の
計
29
件
を
審
議
し
、

こ
の
う
ち
28
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・

承
認
・
同
意
・
異
議
な
き
旨
答
申
し
、

１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月

定
例
会
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た

平
成
30
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
議
案
６
件
の
う
ち
、
５
件
を
認
定
し
、

１
件
を
不
認
定
と
し
ま
し
た
。

年
層
を
中
心
に
給
料
月
額
の
引
き
上
げ

を
行
う
も
の
。

委
員　
人
事
院
勧
告
に
は
従
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
他
市
の
状
況
は
。

答　
情
勢
適
応
の
原
則
と
い
う
職
員
の

給
与
に
適
用
さ
れ
る
原
則
が
あ
り
、
社

会
情
勢
を
考
慮
し
て
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
人
事
院
勧
告

に
準
拠
し
て
い
る
。
県
内
40
市
中
36
市

に
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
36
市
全
て
が

人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
て
い
た
。

　
本
条
例
案
に
対
し
、
委
員
か
ら
「
市

政
に
対
す
る
信
頼
と
信
用
を
取
り
戻
す

た
め
、
し
ば
ら
く
は
現
状
の
ま
ま
と
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
」
な
ど
の
理

由
か
ら
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
を
求
め

る
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成

少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

〈
メ
モ
〉
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保

険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
も
の
。

今
後
、
薬
剤
や
特
定
健
診
な
ど
の
情
報

も
確
認
可
能
と
な
る
。

委
員　
い
つ
か
ら
保
険
証
の
代
わ
り
と

し
て
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　
令
和
３
年
３
月
か
ら
の
予
定
で
あ
る
。

〈
メ
モ
〉
現
在
、
平
方
幼
稚
園
は
、
園

児
数
が
定
員
を
大
幅
に
下
回
る
状
況
が

続
き
、
管
理
運
営
費
の
状
況
や
幼
児
教

育
無
償
化
実
施
な
ど
の
状
況
を
考
慮
し
、

令
和
２
年
度
入
園
児
が
卒
園
す
る
令
和

４
年
３
月
の
閉
園
を
提
案
す
る
も
の
。

委
員　
２
回
の
保
護
者
へ
の
説
明
会
で
、

市
は
ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
た
か
。
ま

た
、
保
護
者
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
は
。

答　
１
回
目
の
説
明
会
で
は
、
保
護
者

か
ら
の
質
問
状
に
沿
っ
た
内
容
と
、
閉

園
に
関
す
る
説
明
を
し
た
。
２
回
目
の

説
明
会
で
は
、
閉
園
と
決
定
し
た
理
由

と
決
定
ま
で
の
過
程
を
説
明
し
た
。
保

護
者
か
ら
は
平
方
幼
稚
園
の
存
続
を
希

望
す
る
声
を
伺
っ
て
い
る
。

委
員　
保
護
者
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
た

と
い
う
根
拠
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答　
園
児
数
の
減
少
や
財
政
状
況
な
ど

に
つ
い
て
は
理
解
を
得
ら
れ
た
と
考
え

る
が
、
閉
園
に
つ
い
て
は
、
合
意
を
得

ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
委
員
か
ら
「
説
明
会
で
も
多
く
の
保

護
者
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
市

し
市
民
か
ら
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
中
、
特
別
職
の
賞
与
を
引
き
上
げ
る

こ
と
は
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。

上
尾
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
賦
課
限
度
額
の
引
き

上
げ
に
対
し
、
協
会
け
ん
ぽ
並
み
を
求

め
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
要
求
が
あ
る

中
で
、
影
響
を
受
け
る
市
民
が
多
く
、

負
担
も
増
し
て
し
ま
う
。

上
尾
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

賛
成
・
無
会
派（
小
川
）　
平
方
幼
稚
園

の
果
た
す
役
割
は
重
要
だ
が
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
と
そ
れ
を
遂
行
す
る
た

め
の
財
政
的
な
根
拠
と
い
う
観
点
か
ら

捉
え
、
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

反
対
・
公
明
党　
施
設
の
老
朽
化
な
ど

課
題
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

引
き
続
き
、
地
域
住
民
や
保
護
者
に
対

し
、
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
説

明
が
必
要
で
あ
る
。

反
対
・
共
産
党　
保
護
者
へ
の
説
明
や

丁
寧
な
対
応
が
十
分
だ
と
は
と
て
も
言

え
な
い
。
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
請

願
へ
の
対
応
も
議
会
軽
視
と
指
摘
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

上
尾
市
平
塚
サ
ッ
カ
ー
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
料
金
体
系
を
見
直
し
、

大
幅
引
き
上
げ
に
な
る
が
、
価
格
を
低

長
、
教
育
長
の
誠
意
も
感
じ
ら
れ
な
い
」

「
保
護
者
へ
の
説
明
や
対
応
が
不
十
分
で

あ
る
。
今
回
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
、

も
っ
と
市
民
的
な
議
論
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」「
閉
園
に
つ
い
て
保
護
者
が

合
意
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
合
意
を
得
る
た
め
の
努
力
も
不
十

分
で
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た

後
、
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
者
な
く
、

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

※

本
会
議
の
採
決
状
況
は
６
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

反
対
・
共
産
党　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使

っ
て
一
部
の
利
用
者
に
多
額
の
税
金
を

費
や
す
増
税
対
策
そ
の
も
の
が
問
題
で

あ
り
、
消
費
拡
大
効
果
も
疑
わ
し
い
。

平
成
31
年
度
上
尾
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

反
対
・
共
産
党　
健
康
保
険
証
の
機
能

付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失

し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
個
人
情

報
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
。

市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
税
金
の
使
い
方
に
対

廉
に
し
、
稼
働
率
を
上
げ
、
収
入
を
増

や
す
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。

上
尾
市
自
然
学
習
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
今
ま
で
無
料
で
あ
っ

た
和
室
の
利
用
料
金
を
有
料
と
す
る
こ

と
は
、
利
用
者
の
負
担
が
増
え
る
こ
と

に
な
る
。

　
令
和
元
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、

次
の
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
選
挙
の
年
齢
別
投
票
結
果
」
を
H
P
に

公
開
す
る
こ
と
の
請
願

請
願
者
／
近
藤
泰
介

■
人
権
擁
護
委
員
に
千
葉
ふ
み
子
氏
・

藤
波
政
明
氏
・
野
田
正
氏

　
人
権
擁
護
委
員
・
千
葉
ふ
み
子
氏
・

藤
波
政
明
氏
・
野
田
正
氏
の
任
期
は
、

令
和
２
年
３
月
31
日
で
満
了
と
な
る
が
、

３
氏
を
再
び
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見

を
求
め
ら
れ
、
全
会
一
致
で
異
議
な
き

旨
答
申
し
ま
し
た
。

■
監
査
委
員
に
鈴
木
彬
氏

　
監
査
委
員
・
嶋
田
一
孝
氏
が
令
和
元

年
12
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

後
任
と
し
て
鈴
木
彬
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
請
願

人
事
案
件
に
同
意

討 

論

す
ず 

き 

あ
き
ら

ふ
じ
な
み 

ま
さ
あ
き

の  

だ 

た
だ
し ち    

ば

12
月
定
例
会
の
動
き

12
月
定
例
会
の
動
き

12
月
11
日

12
月
11
日開

会
、
市
長
提
出
議
案
の

上
程
お
よ
び
説
明
、
提
出

議
案
に
対
す
る
質
疑
、
委

員
会
付
託

本
会
議

12
月
12
日

12
月
12
日総

務
・
都
市
整
備
消
防
常

任
委
員
会

委
員
会

12
月
13
日

12
月
13
日文

教
経
済
・
健
康
福
祉
常

任
委
員
会

委
員
会

12
月
24
日

12
月
24
日委

員
長
報
告
・
討
論
・
採
決
、

小
敷
谷
地
内
フ
ェ
ン
ス
ブ

ロ
ッ
ク
擁
壁
撤
去
・
新
設

工
事
の
経
緯
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
長
報
告
・
採

決
、
委
員
会
提
出
議
案
・

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・

採
決
、
閉
会

本
会
議

12
月
16
・
17
・
18
・
19
日

12
月
16
・
17
・
18
・
19
日

一
般
質
問

本
会
議
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議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第52号
議案第53号
議案第54号
議案第55号
議案第56号
議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号
議案第61号

議案第62号

議案第63号

平成３０年度上尾市一般会計歳入歳出決算の認
定について

平成３０年度上尾市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について
平成３０年度上尾市公共下水道事業特別会計歳
入歳出決算の認定について
平成３０年度上尾市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について
平成３０年度上尾市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について
平成３０年度上尾市水道事業会計決算の認定について

平成３１年度上尾市一般会計補正予算（第６号）
平成３１年度上尾市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
平成３１年度上尾市介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成３１年度上尾市水道事業会計補正予算（第１号）
平成３１年度上尾市公共下水道事業会計補正予算（第２号）
上尾市職員の給与に関する条例及び上尾市一般
職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

市長及び副市長の給与等に関する条例等の一部
を改正する条例の制定について
上尾市職員の給与に関する条例及び上尾市技能
労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について
上尾市税条例の一部を改正する条例の制定について
上尾市国民健康保険税条例の一部を改正する条
例の制定について
上尾市建築物のエネルギー消費性能の向上に関
する法律関係手数料徴収条例の一部を改正する
条例の制定について
上尾市立学校設置条例の一部を改正する条例の
制定について

◎閉会中の継続審査の議案（６件） 議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号
議案第71号
諮問第１号

諮問第２号

諮問第３号

委第２号議案
委第３号議案
委第４号議案
委第５号議案

議第４号議案
議第５号議案

請願第36号

◎市長提出議案（23件）

上尾市平塚サッカー場条例の一部を改正する条
例の制定について
上尾市自然学習館条例の一部を改正する条例の
制定について
上尾市建築審査会条例の一部を改正する条例の
制定について
専決処分の承認を求めることについて【台風第１９
号の被害による平方土地改良区の農地復旧工事費】
公の施設の指定管理者の指定について【児童館
アッピーランド】
公の施設の指定管理者の指定について【児童館
こどもの城】
町の区域を新たに画し、及び変更することについて
監査委員の選任について
人権擁護委員の候補者の推薦につき議会の意見
を求めることについて
人権擁護委員の候補者の推薦につき議会の意見
を求めることについて
人権擁護委員の候補者の推薦につき議会の意見
を求めることについて

証言拒否に対する告発について【畠山稔氏】
虚偽の陳述に対する告発について【新井弘治氏】
虚偽の陳述に対する告発について【小林守利氏】
上尾市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

自動車関係諸税の抜本見直しを求める意見書
加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制
度の創設を求める意見書

「選挙の年齢別投票結果」をHPに公開することの請願

令和元年12月定例会提出議案・請願などとその結果 ※詳しくは市議会ホームページの
　「議案」をご覧ください。

議案
番号

議決
結果

議案第 18 号
議案第 19 号
議案第 20 号
議案第 21 号
議案第 52 号
議案第 53 号
議案第 58 号
議案第 61 号
議案第 63 号
議案第 64 号
議案第 65 号
委第３号議案
委第４号議案
議第４号議案
議第５号議案

認 定
認 定
認 定
認 定
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案否決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

尾
花
瑛
仁

新
道
龍
一

田
中
一
崇

星
野
良
行

大
室　

尚

野
本
順
一

道
下
文
男

橋
北
富
雄

新
藤
孝
子

平
田
通
子

戸
口
佐
一

池
田
達
生

糟
谷
珠
紀

海
老
原
直
矢

新
井
金
作

小
林
守
利

浦
和
三
郎

井
上　

茂

池
野
耕
司

小
川
明
仁

斎
藤
哲
雄

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

■

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

戸
野
部
直
乃
○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

▲

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

▲

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

渡
辺
綱
一

嶋
田
一
孝

深
山　

孝
○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

議　

長

欠　

席

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

彩の会 公明党 共産党 無会派上尾政策フォーラム
前
島
る
り

長
沢　

純

◎本議会において賛否が分かれた議案
※○＝賛成　×＝反対　■＝退席　▲＝除斥　※議長は採決に加わりません。
※除斥とは、議案に対して利害関係がある場合に審議に参加できないこと。
※一覧に掲載されていない議案は、全会一致で可決または賛成者なしで不認定。

※賛成者なしで不認定となりました。

※全会一致で可決されました（小川議員は退席）。

◎委員会提出議案（４件）

◎議員提出議案（２件）

◎請願（１件）

◎調査報告書（１件）

※全会一致で可決されました（新井議員、小林議員は除斥）。

小敷谷地内フェンスブロック擁壁撤去・新設工事の経緯に関
する調査特別委員会調査報告書



歳　入　619.4 億円
（前年度比 △14.2 億円、2.2％減）
歳　出　600.5 億円
（前年度比 △11.0 億円、1.8％減）
決算収支（実質収支※）18.2 億円
（前年度比 △1.5 億円、7.5％減）
※実質収支＝形式収支（歳入－歳出）－翌年度へ
　　　　　　繰り越すべき財源

決算の概要決算の概要
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小
敷
谷
地
内
フ
ェ
ン
ス
ブ
ロ
ッ
ク
撤
去
・

新
設
工
事
を
受
け
て

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い

て
は
、
６
月
定
例
会
に
お
い
て
発
覚
し

た
、
小
敷
谷
地
内
フ
ェ
ン
ス
ブ
ロ
ッ
ク

撤
去
・
新
設
工
事
に
関
わ
る
不
適
正
な

事
務
執
行
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
百
条
委
員
会

も
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
解
明
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
少
な
く

と
も
今
回
の
決
算
に
つ
い
て
は
認
定
で

き
な
い
」「
百
条
委
員
会
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
な
け
れ
ば
、
適
正
か
ど
う
か
と

い
う
認
定
ま
で
は
至
ら
な
い
」「
当
局
の

委
員
会
報
告
書
に
お
い
て
も
、
法
令
に

抵
触
し
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
法
令

違
反
の
下
に
支
出
さ
れ
た
公
金
に
つ
い

て
賛
成
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
不

正
は
許
さ
な
い
と
い
う
立
場
を
示
す
必

要
が
あ
る
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、「
到

底
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
、

不
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
不
認
定
の
効
果

　
不
認
定
の
場
合
で
も
、
法
的
な
効
果

は
な
く
、
市
長
は
政
治
的
、
道
義
的
責

任
は
負
う
形
に
な
る
も
の
の
、
既
に
行

わ
れ
た
予
算
執
行
の
効
力
に
は
影
響
は

及
び
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
不
認
定
を

受
け
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、

市
長
は
速
や
か
に
議
会
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
公
表
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

反
対
・
共
産
党　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連

事
業
、
自
衛
官
募
集
委
託
事
業
、
同
和

関
連
事
業
、
国
民
保
護
計
画
推
進
事
業
、

学
力
向
上
支
援
事
業
に
反
対
す
る
他
、

小
敷
谷
地
内
フ
ェ
ン
ス
ブ
ロ
ッ
ク
撤
去
・

新
設
工
事
に
お
け
る
不
正
な
公
金
支
出

に
つ
い
て
、
認
定
で
き
な
い
。

上
尾
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
企
業
会
計
へ
の
移
行

に
当
た
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
が
目
減
り
し
、
使
用
料
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

上
尾
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
制
度
改
正
に
伴
い
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
負
担
が
増
え

た
こ
と
か
ら
、
認
定
で
き
な
い
。

上
尾
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
保
険
料
軽
減
特
例
の

見
直
し
に
よ
り
、
所
得
割
額
の
特
例
措

置
が
廃
止
、
変
更
と
な
っ
た
こ
と
は
、

制
度
の
大
き
な
後
退
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

上
尾
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
大
口
径
、
大
量
使
用

者
の
料
金
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
ま
ま
、

市
に
と
っ
て
は
総
収
益
が
減
っ
て
い
る

中
で
、
着
水
井
・
混
和
池
へ
の
大
規
模

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
優
先
的
に
行
い
、
市

民
へ
の
料
金
軽
減
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　決算特別委員会では、令和元年９月 25～ 27 日、10
月１日の４日間にわたり、平成 30 年度決算の審査を
行いました。この「決算審査」は、前年度の予算執行
の適合性、予算に対する収入・支出の妥当性を審査し、
改善点や要望を市に伝え、今後の予算や事務執行につ
なげる重要な役割を担っています。

　今回は、小敷谷地内フェンスブロック撤去・新設工
事の事業が含まれる一般会計決算に対し、事務執行の
適正について厳しい質疑・意見が出され、一般会計決
算については賛成者はなく不認定となりました。
　その他の５会計については、いずれも原案のとおり
認定されました。

本
会
議
で
の
討
論

公
正・公
平

公
正・公
平

市
民
の
負
託
に
応
え
る

な
行
政
運
営
を

平成30年度
一般会計決算不認定不認定不認定不認定

ち
ゃ
く
す
い
せ
い

こ
ん  

わ    

ち
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　証人喚問において「証言拒否」や「虚偽の証言」を行ったとして、畠山市長、新井元市長、小林前議員を告発する
議案が提出され可決されました。令和元年 12月 25日付けでさいたま地方検察庁に告発書を提出しました。

小敷谷地内フェンスブロック擁壁撤去・新設工事の経緯に関する調査特別委員会

調査報告書を可決、証人３名を告発へ
　
令
和
元
年
第
１
回
臨
時
会

（
令
和
元
年
８
月
開
催
）に
お
い

て
設
置
さ
れ
た 「
小
敷
谷
地

内
フ
ェ
ン
ス
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

撤
去
・
新
設
工
事
の
経
緯
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」

（
百
条
委
員
会
）は
、元
上
尾
市

長
で
あ
る
新
井
弘
治
氏
が
所

有
す
る
土
地
上
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
と
フ
ェ
ン
ス
の
撤
去
・
新

設
工
事
に
つ
い
て
、市
が
全
額

公
費
で
負
担
し
、ま
た
当
該
工

事
に
前
市
議
会
議
員
で
あ
る

小
林
守
利
氏
が
関
係
し
て
い

た
と
さ
れ
る
件
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
合
計
12
回
の
委
員
会
を
経

て
、
調
査
報
告
書
を
ま
と
め
、

令
和
元
年
12
月
定
例
会
に
お

い
て
、
調
査
特
別
委
員
長
か

ら
調
査
の
内
容
と
結
果
を
報

告
し
ま
し
た
。
委
員
長
報
告

の
後
、
採
決
を
行
い
、
議
会

は
調
査
報
告
書
を
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

証
人
と
し
て
出
頭
を
求
め
た

８
名
の
う
ち
３
名
に
つ
い
て
、

「
証
言
拒
否
」
や
「
虚
偽
の
証

言
」
を
行
っ
た
と
議
会
は
判

断
し
、
地
方
自
治
法
第
１
０

０
条
第
９
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
告
発
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

・
当
時
の
都
市
整
備
部
長
お

よ
び
道
路
課
長
は
、
新
井
元

市
長
の
依
頼
を
受
け
た
小
林

前
議
員
か
ら
本
件
工
事
の
要

望
を
受
け
、
本
来
守
る
べ
き

ル
ー
ル
を
逸
脱
し
て
工
事
を

決
定
し
、
競
争
入
札
を
回
避

す
る
た
め
に
１
本
の
工
事
を

７
本
に
分
割
し
、
随
意
契
約

に
よ
り
小
林
前
議
員
の
子
が

経
営
す
る
会
社
と
各
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

・
畠
山
市
長
、
新
井
元
市
長
、

小
林
前
議
員
は
平
成
30
年
２

月
に
会
食
を
行
っ
た
。

・
小
林
前
議
員
は
本
件
工
事

に
つ
い
て
、
新
井
元
市
長
か

ら
依
頼
を
受
け
、
担
当
部
局

に
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
現
地
調
査
に
立
ち
会

う
な
ど
、
本
件
工
事
を
市
が

施
工
す
る
に
至
る
ま
で
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

行
政
が
行
う
べ
き
こ
と

●
契
約
事
務
の
見
直
し

　
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
契

約
事
務
履
行
の
遵
守
の
徹
底

／
契
約
事
務
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
策
定
／
随
意
契
約
は
契
約

の
相
手
方
の
選
定
理
由
を
明

示
／
各
課
に
（
仮
称
）
契
約

審
査
主
任
を
配
置　
な
ど

●
職
員
倫
理
条
例
の
制
定

　
上
司
を
通
さ
ず
に
外
部
機

関
に
直
接
通
報
す
る
仕
組
み

の
構
築
／
通
報
・
告
発
し
た

職
員
が
不
利
益
な
ど
を
被
る

こ
と
の
な
い
仕
組
み
の
構
築

／
議
員
お
よ
び
上
司
か
ら
の

要
望
・
指
示
の
記
録
や
保
存

な
ど

議
会
が
行
う
べ
き
こ
と

　
議
員
の
親
族
が
役
員
を
し

て
い
る
企
業
は
市
と
の
工
事

請
負
契
約
を
辞
退
す
る
こ
と

な
ど
や
、
議
員
が
職
員
に
対

し
要
望
な
ど
を
行
う
際
の
規

律
を
定
め
た
議
員
政
治
倫
理

条
例
の
制
定
／
議
員
は
市
の

人
事
に
関
与
し
な
い　
な
ど

再
発
防
止
策
の
提
言

主
な
調
査
の
結
果（
調
査
報

告
書
か
ら
要
約
し
て
抜
粋
）

調査報告書は市議会ホーム
ページに掲載の他、市役所
１階「情報公開コーナー」で
閲覧できます。

畠山市長
（証言拒否）

　令和元年 10 月 25 日に行われた証人喚問において、会食した場所と誰が支払いをし
たかについて、正当な理由がないのに証言を拒んだ。

新井元市長
（虚偽の証言）

　令和元年 10 月 24 日に行われた証人喚問において、畠山市長に電話をしたことはないと証
言したが、畠山市長の携帯電話の留守番電話に新井元市長の声が残っていることが判明した。
また、工事開始の案内があったにもかかわらず、連絡なく工事が行われたと証言した。

小林前議員
（虚偽の証言）

　令和元年 10 月 25 日に行われた証人喚問において、ブロック塀積み増し分の工事費用につ
いて、自己の証言に沿う形に改ざんされたと思われる記録を提出した（元号と日付の不一致）。

告発する議案が可決
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予算特別委員会の設置

　一般会計当初予算を審査する予算特別委員会
について、令和 2 年 3 月定例会から実施する
ことを決定しました。また、予算特別委員会を
開催するために必要な事項を定めた「上尾市議
会予算特別委員会実施要領」を制定しました。

傍聴の委員長許可制から自由公開制へ

　委員会の傍聴について、委員長許可制から
自由公開制へ移行すると共に、「上尾市議会委
員会条例」の改正や「上尾市議会委員会傍聴
規程」などを制定しました。

常任・特別委員会の録画配信を実施

　委員会の録画配信を開始し、「上尾市議会イ
ンターネット議会中継要領」を制定しました。

ＣＤ－ＲＯＭ版会議録の議員配布廃止

　ＣＤ－ＲＯＭ版会議録の議員への配布を廃止する
と共に、「上尾市議会会議規則」を改正しました。

所管事務調査所管事務調査
平成30年 7月～令和元年12月 　各常任委員会は、議会から付託された事件（議案・請願など）

の審査以外にも、自主的に所管事務を取り上げ、調査しています。
各常任委員会で実施した所管事務調査の項目を紹介します。

総務常任委員会
H30.7.27

H31.2.5

「平成 30 年度上尾市総合防災訓練の
概要」「避難所運営会議の進捗状況」
「事務区長制度」　

都市整備消防常任委員会
H30.7.27
H30.10.11
H31.2.7

「雨水対策」
「戸崎公園」
「上尾丸山公園の整備状況」

健康福祉常任委員会
H30.8.9
H30.11.8

H31.1.16
R1.7.30

「上尾市の学童保育の現状」
「子育て支援センターの施設・講座および
介護予防教室（みのり倶楽部）の視察」
「上尾市立保育所における保育士の勤務実態」
「西保健センターおよび市内障害福祉サー
ビス事業所の視察」

文教経済常任委員会
H30.7.27

H30.11.9
H31.1.28

「大規模店舗進出に対する市民生活
や市内商業への影響」
「教職員の勤務実態」
「電子図書館」

他市からの
行政視察

１０月２９日 愛知県東郷町議会 「シティセールス戦略に基づくシティプロモーション（シティセールス）事業について」
１０月３１日 愛知県瀬戸市議会 「上尾市公共交通について」「自転車を活用したまちづくりについて」
１１月７日 岡山県岡山市議会 「放課後児童クラブ（学童保育所）の運営について」
１１月８日 山形県寒河江市議会 「議会における災害発生時の対応について」「常任委員会の動画配信について」
１１月１３日 福岡県大川市議会 「自転車のまちづくりについて」「中心市街地活性化について」

　議会改革特別委員会は平成 28 年 6 月から令和元年 12 月定例会まで、28 回にわたり協議を重
ねてきました。今号では検討項目のうち、結論が出たものについて、概要をお知らせします。今
期の議会改革特別委員会は 12 月定例会をもって終了しましたが、改選後の議会においても「上
尾市議会らしさ」を追求し続けながら、議会改革、議会活性化のさらなる推進を行います。

議 会 改 革平成28年 6月～令和元年12月
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一 般 質 問

ここが問題
そこが聞きたい

２
度
の
入
札
で
は
、

登
録
業
者
が
現
場
代
理
人

を
用
意
で
き
な
い
と
い
う

理
由
で
不
調
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
建
設
業
界
に
お

け
る
深
刻
な
人
材
不
足
が

背
景
に
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

そ
う
し
た
状
況
は
、

事
前
に
あ
る
程
度
分
か
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共

工
事
で
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
い
よ
う
充
分
配
慮

し
て
ほ
し
い
。

　
商
工
会
館
の
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
予
算
措

置
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

改
修
工
事
は
３
〜
４

カ
月
か
か
る
予
定
で
、
そ

の
後
、
現
在
の
仮
移
転
先

の
上
下
水
道
部
庁
舎
か
ら

引
っ
越
す
予
定
で
あ
る
。

予
算
措
置
は
、
現
在
関
係

部
と
調
整
中
で
あ
る
。

問問

令
和
元
年
６
月
定
例

会
で
は
、
商
工
会
館
は
耐

震
補
強
工
事
の
後
、
商
工

会
議
所
が
行
う
改
修
工
事

を
行
い
、
今
年
度
内
に
は

改
修
工
事
も
含
め
、
終
了

す
る
と
聞
い
て
い
た
。
し

か
し
実
際
に
は
、
耐
震
補

強
工
事
は
令
和
２
年
３
月

27
日
ま
で
行
い
、そ
の
後
、

改
修
工
事
を
行
う
予
定
と

な
っ
た
よ
う
だ
が
、
工
期

が
遅
れ
た
理
由
は
何
か
。

耐
震
補
強
工
事
は
、

９
月
の
入
札
で
２
度
、
応

札
者
が
な
く
不
調
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
11
月
の
３

度
目
の
入
札
で
工
事
業
者

が
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
工
事
の
開
始
時
期
に

遅
れ
が
出
た
。

不
調
と
な
っ
た
理
由

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

答

問 答答

問問 答 上
尾
駅
前
「
駐
輪
場
」
は

　

市
民
の
利
用
し
や
す
い
形
態
に

12月定例会の一般質問は、12月16～19日
の４日間行われ、17人の議員が市政全般54項
目にわたって市当局の見解を求めました。ま
た、４日間で211人の皆さんが議会を傍聴し
ました。各議員の一般質問の中から一部を掲
載しました。詳細は市議会のホームページを
ご覧ください（２月下旬公開）。※会派名は令
和元年12月定例会時点の内容です。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
防
災

●
令
和
２
年
度
予
算
編
成

答

商
工
会
館
の
工
期
が
遅
れ
た
理
由
は

星野良行
（彩の会）

前島るり
（公明党
上尾市議団）

こ
の
度
、
非
常
に
厳

し
い
形
で
駅
前
の
駐
輪
が

禁
止
さ
れ
、大
変
困
惑
し
、

不
便
で
あ
る
と
い
う
声
を

多
数
頂
い
て
い
る
。
今
回

の
取
り
組
み
の
背
景
は
。

放
置
禁
止
区
域
内
に

自
転
車
を
放
置
し
な
い
よ

う
周
知
す
る
看
板
設
置

や
、
自
転
車
の
撤
去
な
ど

を
行
っ
た
が
抜
本
的
な
解

決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
駅
周
辺
禁
止
区

域
内
の
慢
性
的
な
放
置
自

転
車
の
解
消
お
よ
び
条
例

の
趣
旨
に
基
づ
き
実
施
し

た
。

駅
前
が
放
置
禁
止
区

域
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
不
便
を
感
じ

て
い
る
市
民
も
多
い
こ
と

か
ら
、
駅
前
の
比
較
的
道

幅
が
広
い
場
所
に
「
サ
イ

ク
ル
ラ
ッ
ク
」を
設
置
し
、

買
い
物
の
間
の
１
〜
２
時

間
だ
け
で
も
無
料
で
停
め

ら
れ
る
駐
輪
場
を
早
急
に

設
置
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
民
の
声
や
駅
周
辺

の
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
、
民
間
駐
輪
場
の
事
業

者
な
ど
と
連
携
し
た
駐
輪

場
対
策
な
ど
、
引
き
続
き

調
査
、研
究
を
行
い
た
い
。

AGEO CITY No.193令和 2 年 2 月号 / 議会だより

放置自転車解消に向けた取り組み
（JR上尾駅東口）

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
小
敷
谷
保
育
所
を
始
め

　
と
す
る
保
育
所
駐
輪
場

　
の
屋
根
の
設
置

●
駅
前
プ
ラ
ザ
館
や
駅
周

　
辺
の
ト
イ
レ
洋
式
化

●
「
斡
旋
利
得
」
や
「
口

　
利
き
」
の
防
止
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問

台
風
19
号
の
際
、
行

政
無
線
が
聞
こ
え
な
い
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
今

回
、
一
部
の
地
域
で
全
員

避
難
を
促
す
レ
ベ
ル
４
が

発
令
さ
れ
た
。
命
を
守
る

べ
き
放
送
が
聞
こ
え
な
い

と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
各
家
庭
へ
の

戸
別
受
信
機
の
配
備
に
対

す
る
考
え
は
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
所
持
し
て
い

な
い
世
帯
へ
の
戸
別
受
信

機
の
配
備
は
有
用
な
も
の

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

他
自
治
体
の
動
向
な
ど
を

研
究
し
て
い
く
。

指
定
避
難
所
で
非
常

用
電
源
を
設
置
し
て
い
る

の
は
何
カ
所
か
。

全
て
の
避
難
所
に
小

型
発
電
機
を
設
置
済
み
だ

が
、
長
時
間
使
用
で
き
る

非
常
用
電
源
を
設
置
し
て

い
る
の
は
６
カ
所
で
あ
る
。

指
定
避
難
所
に
対
す

る
非
常
用
電
源
の
設
置
を

求
め
る
が
、
見
解
は
。

非
常
用
電
源
の
確
保

は
、
避
難
者
の
安
全
、
安

心
の
観
点
か
ら
重
要
な
こ

と
と
考
え
て
い
る
。

指
定
避
難
所
の
閉
鎖

後
に
、
自
主
避
難
所
の
負

担
が
過
重
と
な
る
こ
と
が

課
題
と
し
て
見
え
て
き

た
。
市
の
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
、
今
後
、
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
。

今
回
の
よ
う
に
要
望

の
把
握
や
支
援
物
資
を
搬

送
す
る
他
、
自
主
避
難
所

へ
の
職
員
派
遣
な
ど
、
さ

ら
な
る
支
援
体
制
の
構
築

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答答 問 問

問問

答答 問 台
風
19
号
か
ら
見
え
て
き
た

　
　
　
　
　

課
題
解
決
に
向
け
て

戸野部直乃
（公明党
上尾市議団）

問問

本
市
は
市
議
選
後
に

改
選
前
の
議
員
で
最
終
議

会
を
実
施
し
て
い
る
が
、

他
市
と
比
較
し
て
も
不
自

然
で
あ
る
。
例
え
ば
市
長

の
不
信
任
決
議
（
要
件
は

議
員
の
４
分
の
３
以
上
）

が
成
立
し
た
場
合
、
市
長

は
議
会
を
解
散
す
る
か
失

職
す
る
か
選
ぶ
こ
と
と
な

り
、
解
散
に
よ
る
市
議
選

後
の
新
議
会
が
再
び
不
信

任
案
を
提
出
し
た
場
合
は

要
件
が
２
分
の
１
で
可
決

と
な
り
、
市
長
が
失
職
す

る
。
選
挙
実
施
後
に
改
選

前
議
員
で
の
最
終
議
会

で
、
市
長
が
議
会
を
解
散

し
た
場
合
、ど
う
な
る
か
。

12
月
１
日
の
選
挙
結

果
で
の
新
議
員
の
任
期
開

始
日
（
１
月
１
日
）
が
繰

り
上
が
る
形
に
な
る
。

そ
の
新
議
会
が
再
び

不
信
任
案
を
提
出
し
た
場

合
、
要
件
は
通
常
通
り
２

分
の
１
と
な
る
か
。

不
信
任
の
効
力
は
継

続
せ
ず
、
改
め
て
４
分
の

３
に
な
る
。

つ
ま
り
実
質
的
に
、

本
市
で
は
今
定
例
会
の
不

信
任
効
力
に
制
限
が
か
か

り
、
市
長
と
議
会
の
バ
ラ

ン
ス
が
損
な
わ
れ
て
い
る

と
も
言
え
る
。
市
長
は
議

会
と
協
議
し
、
改
選
年
度

は
定
例
会
開
会
日
を
選
挙

前
と
す
べ
き
で
は
。

定
例
会
は
３
・
６
・

９
・
12
月
に
招
集
す
る
が
、

都
合
に
よ
り
繰
り
上
げ
ま

た
は
繰
り
下
げ
で
き
る
と

定
め
て
い
る
。
４
年
後
は

議
会
全
体
の
考
え
を
事
前

に
し
っ
か
り
伺
い
た
い
。

問

「
議
員
改
選
後
に
改
選
前
議
員
で

　
行
っ
て
い
る
最
終
議
会
」
の
見
直
し
を

答答 問

以
上
18
歳
未
満
の
人
数
は

６
４
７
２
人
で
、
試
算
で

は
年
間
で
約
１
億
３
０
０

０
万
円
程
度
か
か
る
見
込

み
で
あ
る
。

市
単
独
負
担
が
約
６

億
５
０
０
０
万
円
、
さ
ら

に
約
１
億
３
０
０
０
万
円

が
上
乗
せ
と
な
る
と
財
源

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

国
・
県
共
に
認
識
を
深
め

て
も
ら
え
る
よ
う
要
望
し

て
ほ
し
い
。
子
育
て
支
援

施
策
と
し
て
医
療
費
助
成

の
今
後
の
方
向
性
は
。

県
の
補
助
対
象
を
大

き
く
上
回
る
助
成
を
行
っ

て
お
り
、
現
行
制
度
で
は

財
源
の
問
題
も
生
じ
る
。

あ
げ
お
版
ネ
ウ
ボ
ラ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援

施
策
を
推
進
し
て
お
り
、

現
時
点
で
は
、
こ
ど
も
医

療
費
の
対
象
年
齢
引
き
上

げ
は
予
定
し
て
い
な
い
。

市
で
は
、
０
〜
15
歳

の
子
ど
も
の
医
療
費
を
助

成
し
て
い
る
が
、
そ
の
現

状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

対
象
者
数
は
約
２
万

５
０
０
０
人
で
、
昨
年
度

の
決
算
額
は
約
７
億
３
０

０
０
万
円
で
あ
る
。
県
の

補
助
金
は
未
就
学
児
分
の

２
分
の
１
と
な
っ
て
い
る

が
、
実
際
は
市
の
未
就
学

児
分
約
３
億
円
に
対
し
８

０
０
０
万
円
で
、
実
質
補

助
率
は
３
分
の
１
未
満
で

あ
る
。
未
就
学
児
分
の
残

り
と
、
小
・
中
学
生
分
の

医
療
費
の
合
計
約
６
億
５

０
０
０
万
円
を
市
単
独
で

負
担
し
て
い
る
。

18
歳
ま
で
拡
大
し
た

場
合
の
試
算
は
。

平
成
31
年
４
月
１
日

現
在
の
上
尾
市
年
齢
別
人

口
調
査
に
よ
る
と
、
15
歳

答答 こ
ど
も
医
療
費
の
財
源
づ
く
り
を

道下文男
（公明党
上尾市議団）

尾花瑛仁
（彩の会）

答

問答

AGEO CITYNo.193令和 2 年 2 月号 /議会だより

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
幸
齢
化
社
会
に
む
け
て

●
北
上
尾
駅
西
口
駐
輪
場

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
災
害
対
策

●
環
境
セ
ン
タ
ー
後
継

　
施
設

●
市
有
施
設
で
の
市
民

　
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
再
点

　
検
で
優
し
い
ま
ち
づ
く

　
り
を

●
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
定
期

　
接
種
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改
善
に
取
り
組
む
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
が

非
正
規
雇
用
を
認
め
て
い

る
状
況
は
、
今
の
上
尾
市

の
状
況
を
象
徴
し
て
い

る
。
専
門
知
識
が
必
要
だ

か
ら
こ
そ
、
正
規
職
員
と

し
て
採
用
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

市
で
も
保
健
師
や
建

築
技
師
な
ど
の
専
門
職
を

正
規
職
員
と
し
て
採
用
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
専
門

職
に
は
、
庁
内
で
専
門
知

識
を
生
か
せ
る
職
場
・
業

務
が
複
数
あ
る
。
一
方
、

質
問
の
二
つ
の
分
野
の
相

談
員
は
、
庁
内
で
専
門
知

識
を
生
か
せ
る
職
域
が
限

定
的
で
あ
り
、
正
規
職
員

と
し
て
の
採
用
は
難
し

い
。

台
風
19
号
で
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
。
災
害
時
に

名
前
・
住
所
を
明
ら
か
に

し
て
助
け
を
求
め
て
い
る

人
に
、
ど
う
対
応
し
て
い

く
か
伺
う
が
、
今
回
、
避

難
勧
告
が
出
た
14
地
区
に

お
け
る
自
主
防
災
会
の
数

と
避
難
行
動
要
支
援
の
同

意
者
は
何
人
か
。

避
難
勧
告
を
発
令
し

た
14
地
区
内
に
は
、
31
の

自
主
防
災
会
が
あ
り
、
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

登
載
者
は
１
２
９
６
人

で
、
そ
の
う
ち
事
前
提
供

の
同
意
者
は
２
７
５
人
と

な
っ
て
い
る
。

31
の
自
主
防
災
会
の

う
ち
、
事
前
提
供
の
同
意

者
名
簿
を
受
け
取
っ
て
い

る
自
主
防
災
会
の
数
は
。

14
の
自
主
防
災
会
に

お
い
て
、
受
け
取
り
の
実

績
が
あ
る
。

17
の
自
主
防
災
会
に

名
簿
が
渡
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
17
の

自
主
防
災
会
に
対
応
す
る

避
難
支
援
同
意
者
は
、
助

け
を
待
っ
て
い
た
が
、
声

が
掛
か
ら
な
か
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。
現
状
は
、
各

自
主
防
災
会
が
市
に
名
簿

の
申
請
を
し
、
名
簿
を
受

け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
本
来
は
市
か
ら
地

域
の
自
主
防
災
会
に
名
簿

を
届
け
、
支
援
を
お
願
い

す
る
べ
き
と
思
う
が
、
市

の
見
解
は
。

避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
事
前
提
供
が
、
災

害
時
の
円
滑
な
支
援
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
各
自

主
防
災
会
か
ら
の
事
前
提

供
の
申
請
数
を
増
や
す
べ

く
、
引
き
続
き
協
力
依
頼

を
行
う
。

子
ど
も
虐
待
や
Ｄ
Ｖ

対
策
に
は
相
談
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ

が
、
上
尾
市
で
は
子
ど
も

虐
待
な
ど
子
ど
も
に
関
わ

る
相
談
を
受
け
る
「
子
ど

も
・
若
者
相
談
員
」、Ｄ
Ｖ

な
ど
の
相
談
を
受
け
る

「
女
性
相
談
員
」
が
正
規

職
員
で
は
な
く
非
常
勤
職

員
で
あ
る
。そ
の
理
由
は
。

い
ず
れ
の
事
業
に
お

い
て
も
、
相
談
者
に
対
し

専
門
的
な
見
地
か
ら
支
援

を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
専
門
知
識
を
持
つ

非
常
勤
職
員
を
配
置
し
て

い
る
。安

定
し
た
形
で
雇
用

す
る
こ
と
で
、
優
秀
な
人

材
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
非
正

規
雇
用
の
女
性
の
待
遇
改

善
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

答

問問

で
も
駐
輪
場
の
空
き
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
、
収
容
可
能

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
こ
の
こ
と
が
今
回
の

強
化
対
策
の
実
施
に
踏
み

切
っ
た
理
由
の
一
つ
で
あ

る
。

放
置
自
転
車
対
策
実

施
後
の
実
態
調
査
と
共

に
、
短
時
間
の
駐
輪
に
関

す
る
実
態
調
査
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
短

時
間
の
利
用
に
対
す
る
見

解
は
。有

効
な
駐
輪
場
整
備

に
つ
い
て
、
市
民
の
声
や

駅
周
辺
駐
輪
場
の
状
況
な

ど
を
注
視
す
る
と
共
に
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
ラ
ッ

ク
式
駐
輪
場
の
設
置
も
視

野
に
入
れ
、
関
係
機
関
、

関
係
部
署
と
の
協
議
を
含

め
、
引
き
続
き
調
査
、
研

究
を
し
て
い
く
。

問問

答

子
ど
も
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
対
策
の

　
　
　
　

相
談
員
を
正
規
職
員
に

Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
前
の
放

置
自
転
車
に
対
す
る
強
化

対
策
が
実
施
さ
れ
、
自
転

車
の
置
き
場
に
困
っ
て
い

る
市
民
の
声
を
聞
く
。
広

報
で
は
駐
輪
場
が
確
保
で

き
な
い
場
合
、
公
共
交
通

機
関
の
利
用
を
勧
め
て
い

る
が
、
安
心
安
全
に
自
転

車
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

放
置
自
転
車
対
策
と
同
時

に
駐
輪
場
の
整
備
を
行
う

こ
と
は
、
総
合
計
画
に
も

掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
駅
周
辺
の
駐
輪
場

の
調
査
は
行
っ
た
の
か
。

平
成
29
年
度
に
上
尾

駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
の

実
態
調
査
を
行
い
、
放
置

自
転
車
台
数
と
周
辺
駐
輪

場
の
一
時
利
用
ス
ペ
ー
ス

の
空
き
状
況
を
時
間
ご
と

に
調
査
し
た
。そ
の
結
果
、

放
置
自
転
車
の
ピ
ー
ク
時

答 問

問答

放
置
自
転
車
対
策
と
同
時
に

　
　
　

有
効
な
駐
輪
場
の
整
備
を

答答

問答

防
災
力
の
向
上
を

海老原直矢
（上尾政策
フォーラム）

戸口佐一
（日本共産党
上尾市議会議員団）

井上　茂
（上尾政策
フォーラム）

AGEO CITY No.193令和 2 年 2 月号 / 議会だより

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
上
尾
市
議
会
議
員
選
挙

●
職
員
倫
理
条
例

●
随
意
契
約

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
政

　
策
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
政
策

●
学
習
支
援
事
業

●
障
が
い
者
政
策 

●
子
ど
も
食
堂

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
公
共
交
通
の
充
実
を
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田中一崇
（彩の会）

我
々
議
員
は
政
治
活

動
と
選
挙
運
動
を
き
ち
ん

と
線
引
き
し
て
活
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選
挙

運
動
期
間
中
に
禁
止
さ
れ

る
活
動
と
は
。

主
に
戸
別
の
訪
問
、

署
名
運
動
、
飲
食
物
の
提

供
、
気
勢
を
張
る
行
為
な

ど
で
あ
る
。

今
回
の
市
議
会
議
員

選
挙
で
は
、
選
挙
期
間
中

に
配
布
で
き
る
「
選
挙
運

動
用
ビ
ラ
」
が
認
め
ら
れ

た
が
、こ
の
配
布
方
法
は
。

配
布
は
公
職
選
挙
法

第
１
４
２
条
第
６
項
お
よ

び
同
法
施
行
令
第
１
０
９

条
の
６
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
新
聞
折
り
込
み
、
候

補
者
の
選
挙
事
務
所
内
や

個
人
演
説
会
の
会
場
内
ま

た
は
街
頭
演
説
の
場
所
に

お
け
る
頒
布
に
限
ら
れ
て

問問

い
る
。町

内
会
の
回
覧
板
で

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
を
回
覧

す
る
こ
と
は
可
能
か
。
ま

た
、
そ
う
し
た
場
合
の
責

任
の
所
在
は
。

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
は

頒
布
方
法
が
限
定
さ
れ
、

仮
に
町
内
会
で
回
覧
し
た

場
合
は
先
ほ
ど
の
規
定
に

抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

な
お
、
罰
則
は
頒
布
し
た

者
が
対
象
と
な
る
。

選
挙
期
間
中
、
選
挙

運
動
用
自
動
車
以
外
の
車

両
を
使
っ
た
活
動
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

今
回
の
市
議
会
議
員

選
挙
で
は
選
挙
運
動
期
間

中
も
政
治
活
動
は
原
則
自

由
に
行
え
る
が
、
候
補
者

の
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ

う
な
演
説
や
文
書
図
画
の

掲
示
、
頒
布
は
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

市
で
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
住
民
主
体
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
な
ど
の
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
を
開
始
し
て
い

る
。ま
た
、生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
従
事
す
る
人
材

や
、
地
域
の
助
け
合
い
活

動
の
担
い
手
と
な
る
上
尾

市
認
定
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講

座
を
実
施
し
て
お
り
、
高

齢
者
が
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る
。
引
き
続
き
高
齢

者
が
地
域
で
社
会
貢
献
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
税
を
合
わ
せ
た

歳
入
額
の
推
移
は
。

平
成
28
〜
30
年
度
の

間
は
、
お
よ
そ
１
３
８
〜

１
３
９
億
円
で
推
移
し
て

い
る
。イ

オ
ン
モ
ー
ル
と
中

新
井
地
内
に
建
設
さ
れ
て

い
る
大
規
模
倉
庫
の
立
地

に
よ
る
、
固
定
資
産
税
と

都
市
計
画
税
の
増
収
見
込

み
は
。固

定
資
産
税
と
都
市

計
画
税
を
合
わ
せ
て
約
１

億
８
０
０
０
万
円
が
増
収

見
込
み
で
あ
る
。

固
定
資
産
税
と
都
市

計
画
税
の
使
い
道
は
。

固
定
資
産
税
に
つ
い

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
、
都
市

計
画
税
に
つ
い
て
は
都
市

計
画
事
業
な
ど
に
、
そ
れ

ぞ
れ
活
用
し
て
い
く
。

フ
レ
イ
ル
状
態
（
歩

幅
が
狭
く
な
る
、
疲
労
度

が
増
え
る
な
ど
の
状
態
）

の
予
防
に
対
す
る
現
在
の

取
り
組
み
状
況
は
。

平
成
31
年
度
か
ら
健

康
長
寿
の
た
め
の
セ
ル
フ

ケ
ア
を
学
ぶ
フ
レ
イ
ル
予

防
教
室
を
実
施
し
て
い

る
。
現
在
２
回
の
開
催
で

受
講
者
は
合
計
57
人
で
あ

る
。

現
役
世
代
が
減
る
一

方
、
医
療
・
介
護
費
が
多

く
か
か
る
75
歳
以
上
人
口

が
増
え
続
け
て
い
る
。
そ

こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が

こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
や

知
識
な
ど
を
生
か
し
て
、

社
会
、
地
域
に
貢
献
し
、

支
え
手
と
な
る
「
貢
献
寿

命
」
を
延
ば
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る

が
、
市
で
は
、
貢
献
寿
命

問問 答

答

貢
献
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て

問問問

令
和
２
年
の
秋
に
完

成
予
定
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル

上
尾
に
は
、
市
民
が
活
用

す
る
ス
ペ
ー
ス
や
、
行
政

が
期
日
前
投
票
所
な
ど
に

使
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
は

確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

地
域
住
民
や
行
政
に

貸
し
出
し
可
能
な
イ
オ
ン

ホ
ー
ル
や
、
共
有
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
予
定
と
聞
い
て

い
る
。雇

用
の
増
加
が
考
え

ら
れ
る
が
、
ど
の
程
度
の

雇
用
が
見
込
め
る
の
か
。

事
業
者
に
よ
る
と
、

同
規
模
で
関
東
圏
内
に
あ

る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
柏
で
約

１
６
０
０
人
が
従
業
員
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
上
尾
で
も
同
規
模

の
雇
用
が
想
定
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

市
の
固
定
資
産
税
と

問問

答答

答答答

企
業
誘
致
を
進
め
、

　
　
　

持
続
可
能
な
市
の
発
展
を

答 答

答答

選
挙
運
動
と
政
治
活
動
の
正
し
い
理
解
を

問問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
選
挙
投
票

●
保
育
料
無
償
化

●
予
防
接
種

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
台
風
19
号
の
被
害
、

　
支
援
状
況

●
事
務
区
運
営
の
今
後

池野耕司
（上尾政策
フォーラム）

小川明仁
（無会派）
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そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
自
転
車
と
ま
ち
づ
く
り

●
予
算
執
行
状
況
と
編
成



国
道
16
号
線
の
南
の

瓦
葺
・
尾
山
台
・
原
市
南

地
域
の
人
口
は
増
え
続
け

て
い
る
が
、
受
診
で
き
る

医
院
が
少
な
い
。
特
定
健

診
の
受
診
率
は
。
ま
た
、

特
定
健
診
を
さ
い
た
ま
市

で
受
診
で
き
る
よ
う
に
な

ら
な
い
か
。

平
成
28
年
度
の
受
診

率
は
、
上
尾
地
区
は
46
・

１
％
、
原
市
地
区
は
41
％

で
あ
る
。
特
定
健
診
は
市

町
村
が
医
療
機
関
に
委
託

し
て
お
り
、
健
診
項
目
や

自
己
負
担
額
が
異
な
る
こ

と
な
ど
か
ら
市
外
で
の
受

診
は
難
し
い
。
平
成
30
年

度
か
ら
国
民
健
康
保
険
制

度
は
県
内
統
一
の
方
針
で

運
営
し
て
お
り
、
国
保
運

営
の
課
題
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

原
市
地
区
の
救
急
出

問問

場
の
傾
向
と
、
原
市
分
署

の
耐
震
診
断
の
結
果
に
基

づ
い
た
今
後
の
計
画
は
。

原
市
地
区
の
救
急
出

場
件
数
は
、
市
全
体
の
約

16
％
で
増
加
傾
向
で
あ
る
。

原
市
分
署
は「
上
尾
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」に

基
づ
き
、
耐
震
診
断
の
結

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
耐
震

補
強
や
伊
奈
町
と
の
消
防

広
域
化
の
進
展
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
関
係

各
課
と
調
整
し
て
い
く
。

防
災
や
子
育
て
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
る
た
め
の
拠

点
と
な
る
公
民
館
設
置
を

求
め
る
が
、
見
解
は
。

昭
和
57
年
策
定
の

「
上
尾
市
総
合
計
画
」で
、

旧
６
カ
町
村
に
各
１
館
と

位
置
付
け
ら
れ
た
。
今
後

も
６
公
民
館
を
拠
点
施
設

と
す
る
。

北
の
事
業
化
と
併
せ
て
、

北
本
県
土
整
備
事
務
所
へ

要
望
し
て
ほ
し
い
。

　
県
道
上
尾
蓮
田
線
分
岐

付
近
の
市
道
３
０
６
６
８

号
線
の
冠
水
状
況
は
。

上
尾
蓮
田
線
の
都
市

計
画
区
域
内
に
あ
り
、
道

路
改
良
整
備
な
ど
が
難
し

い
た
め
、
今
後
北
本
県
土

整
備
事
務
所
と
冠
水
減
少

に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
き
た
い
。

平
塚
サ
ッ
カ
ー
場
西

側
区
域
内
の
道
路
は
、
抜

け
道
と
し
て
利
用
さ
れ
る

が
、車
が
す
れ
違
え
ず
、緊

急
車
両
が
通
れ
な
い
こ
と

も
あ
る
。こ
の
よ
う
な
狭

い
道
路
の
整
備
予
定
は
。

地
域
住
民
よ
り
提
出

さ
れ
る
要
望
書
の
中
か

ら
、
緊
急
性
や
安
全
性
な

ど
を
考
慮
し
、
工
事
箇
所

を
選
定
し
、
事
業
を
進
め

て
い
る
。

箇
所
、
設
置
期
間
な
ど
を

十
分
に
協
議
す
る
必
要
が

あ
る
。原

新
町
自
転
車
駐
車

場
の
立
体
化
や
、
平
面
か

ら
ラ
ッ
ク
式
に
す
る
な

ど
、
駐
輪
台
数
を
増
や
し

て
駅
利
用
者
が
民
間
並
み

の
料
金
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
再
整
備

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

J
R
北
上
尾
駅
東
口

周
辺
に
は
、
市
が
把
握
し

て
い
る
だ
け
で
16
カ
所
の

民
間
駐
輪
場
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
原
新
町
自
転
車

駐
車
場
の
立
体
化
は
、
放

置
自
転
車
数
と
の
比
較
の

中
で
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
て
い
く
。

第
二
産
業
道
路
の
進

捗
状
況
は
。

北
本
県
土
整
備
事
務

所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

県
道
上
尾
環
状
線
か
ら
県

道
上
尾
蓮
田
線
ま
で
の
事

業
中
区
間
は
、
令
和
元
年

９
月
末
日
現
在
で
用
地
買

収
進
捗
率
が
98
％
、
工
事

進
捗
率
が
23
％
で
あ
る
。

第
二
産
業
道
路
開
通
後
の

上
尾
蓮
田
線
と
の
交
差
点

付
近
に
つ
い
て
は
、
１
車

線
化
に
よ
る
車
両
台
数
の

制
限
や
、
旧
第
二
産
業
道

路
と
交
通
量
を
分
散
す
る

こ
と
で
渋
滞
緩
和
を
図
り

た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
県
道
上
尾
蓮
田
線

よ
り
以
北
の
事
業
化
は
未

定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

９
月
定
例
会
か
ら
工

事
進
捗
率
は
変
化
が
な

い
。
県
道
上
尾
蓮
田
線
以

問問 答 第
二
産
業
道
路
整
備
の
進
捗
は

ち
ょ
く

新道龍一
（彩の会）

問問

Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ
上
尾
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
前

の
歩
道
に
置
か
れ
て
い
る

違
法
駐
輪
は
歩
行
者
の
通

行
に
支
障
を
来
し
て
い

る
。こ
の
状
況
に
つ
い
て
、

商
業
施
設
管
理
者
と
の
協

議
は
し
て
き
た
か
。

平
成
30
年
に
協
議
を

行
い
、
買
い
物
利
用
者
向

け
の
駐
輪
場
の
増
設
と
駐

輪
場
へ
の
誘
導
を
依
頼

し
、
対
応
し
て
も
ら
っ
て

い
る
が
、
大
幅
な
改
善
に

は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

最
終
手
段
と
し
て
パ

イ
ロ
ン
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン

を
設
置
す
る
な
ど
の
規
制

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

駐
輪
禁
止
の
周
知
手

段
と
し
て
、
パ
イ
ロ
ン
な

ど
の
設
置
は
有
効
で
あ
る

が
、
警
察
や
商
業
施
設
管

理
者
と
安
全
対
策
、
設
置

答答

答

違
法
駐
輪
対
策
を
進
め
て

答

答答

瓦
葺
・
尾
山
台
・
原
市
南
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
問
題

問

平田通子
（日本共産党
上尾市議会議員団）

斎藤哲雄
（彩の会）

問

14

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
地
域
経
済
の
活
性
化
を

●
子
ど
も
の
居
場
所

　
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
上
平
北
小
学
校
学
童
保

　
育
所

●
子
ど
も
達
の
安
心
・
安

　
全
の
確
保

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
子
ど
も
の
教
育
環
境
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問 答答



安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
介
護
や

　
　
　
　
　

地
域
医
療
に
つ
い
て

ノ
ー
ト
」を
作
製
し
た
他
、

上
尾
市
医
師
会
と
協
働
で

講
演
会
や
研
修
を
開
催
し

て
い
る
。

市
内
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
待
機
者
数
は
。

令
和
元
年
10
月
１
日

現
在
２
３
９
人
で
、
そ
の

う
ち
今
す
ぐ
入
所
を
希
望

し
て
い
る
人
は
１
２
９
人

で
あ
る
。

待
機
者
が
い
る
の

に
、
空
床
が
70
床
あ
る
の

は
な
ぜ
か
。

希
望
す
る
施
設
が
満

床
の
他
、
多
床
室
を
希
望

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

紙
お
む
つ
の
支
給
対

象
や
支
給
内
容
を
見
直
し

て
ほ
し
い
が
、
市
の
見
解

は
。

利
用
者
の
声
や
他
の

自
治
体
の
動
向
な
ど
注
視

し
て
い
く
。

新藤孝子
（日本共産党
上尾市議会議員団）

団
塊
の
世
代
が
高
齢

化
す
る
中
で
、
認
知
症
患

者
は
増
加
し
、
そ
の
結
果

「
老
老
介
護
」
や
「
認
認

介
護
」
は
当
た
り
前
の
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ

て
、
孤
独
死
や
介
護
疲
れ

も
今
よ
り
も
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
深
刻
な
状
況
を
改
善

す
る
た
め
に
は
、
医
療
や

介
護
は
欠
か
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
市
の
在
宅
医
療

と
介
護
の
連
携
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

在
宅
診
療
を
行
う
医

療
機
関
と
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
記
し
た
「
在

宅
診
療
マ
ッ
プ
」
を
関
係

機
関
や
公
共
施
設
に
設
置

し
て
い
る
。
ま
た
、医
療
・

介
護
の
情
報
を
家
族
や
支

援
者
と
共
有
す
る
た
め
の

手
帳
で
あ
る
「
わ
た
し

問答

答答答 問問問

く
ん
の
路
線
か
ら
離
れ
て

い
る
人
が
多
数
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、「
駅
に
は
自

転
車
で
来
る
な
」「
バ
ス

便
は
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
。年
末
年
始
を
迎
え
、

買
い
物
を
す
る
市
民
に
苦

痛
を
与
え
て
い
る
こ
と
に

な
り
、
商
店
街
の
衰
弱
に

も
つ
な
が
る
。
駅
近
く
に

市
独
自
の
駐
輪
場
を
設
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。市

民
の
声
や
駅
周
辺

の
状
況
な
ど
も
注
視
し
な

が
ら
、
民
間
駐
輪
場
事
業

者
な
ど
と
連
携
し
た
駐
輪

場
対
策
な
ど
、
引
き
続
き

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

11
月
８
〜
15
日
に
、

Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
周
辺
の
放
置

自
転
車
の
一
斉
撤
去
な

ど
、
強
化
対
策
が
実
施
さ

れ
た
。実
施
後
の
状
況
は
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

放
置
自
転
車
の
状
況
は
大

幅
に
解
消
さ
れ
、
条
例
の

趣
旨
で
も
あ
る
良
好
な
生

活
環
境
の
保
持
に
向
け
て

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
一
斉
に
撤

去
し
て
い
る
か
ら
放
置
自

転
車
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
今
回
の
強
化
対

策
の
周
知
で
広
報
あ
げ
お

11
月
号
で
は
、「
駐
輪
場

が
な
い
場
合
は
、
徒
歩
や

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
を
利
用
す
る
な
ど
、
自

転
車
を
使
わ
な
い
方
法
を

考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
案

内
し
て
い
る
。
ぐ
る
っ
と

問問 答

答

上
尾
駅
周
辺
の
自
転
車
置
き
場
に
つ
い
て

池田達生
（日本共産党
上尾市議会議員団）
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
げ
お

学
童
ク
ラ
ブ
の
会
か
ら
保

育
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て

保
護
者
宛
て
に
通
知
が
来

た
が
、
事
業
を
実
施
す
る

の
は
市
で
あ
り
、
保
護
者

に
保
育
料
を
転
嫁
す
る
の

は
間
違
っ
て
い
る
と
考
え

る
。
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
責
任
の
所
在
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。

児
童
福
祉
法
第
２
条

第
３
項
に
「
国
及
び
地
方

公
共
団
体
は
、
児
童
の
保

護
者
と
と
も
に
、
児
童
を

心
身
と
も
に
健
や
か
に
育

成
す
る
責
任
を
負
う
」
と

規
定
が
あ
る
。

値
上
げ
に
つ
い
て

は
、
い
つ
頃
か
ら
話
が
出

て
い
た
の
か
。

こ
と
し
に
入
っ
て
か

ら
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、

毎
月
行
っ
て
い
る
学
童
保

問問

育
所
連
絡
調
整
会
議
で
協

議
を
重
ね
て
い
る
。

値
上
げ
を
避
け
る
方

向
で
の
協
議
な
の
か
。

今
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
検
討
結
果
は
い

つ
出
る
の
か
。

な
る
べ
く
早
く
出
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

給
食
の
果
た
す
役
割

が
注
目
さ
れ
、
同
時
に
重

点
施
策
と
し
て
小
・
中
学

校
給
食
費
の
保
護
者
負
担

を
自
治
体
が
全
額
や
一
部

助
成
す
る
制
度
は
、
子
育

て
支
援
や
定
住
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
目
的
に
全

国
で
広
が
っ
て
い
る
。
第

３
子
以
降
か
ら
な
ど
段
階

的
に
で
も
、
上
尾
独
自
の

給
食
費
負
担
軽
減
策
を
講

じ
て
ほ
し
い
が
、見
解
は
。

現
在
考
え
て
い
な

い
。

答答

答答答

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
未
来
を

問問問

糟谷珠紀
（日本共産党
上尾市議会議員団）

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
安
心
し
て
障
害
児
者
が

　
暮
ら
せ
る
た
め
に

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
20
年
後
の
上
尾
市
を
見

　
据
え
て

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
戸
崎
公
園
、
鴨
川
中
央

　
公
園
、
ゆ
り
が
丘
公
園

　
改
善

●
都
市
計
画
道
路
・
西
環

　
状
線
の
現
状
と
事
業
化

●
台
風
19
号
の
被
災
者
救

　
援
、
避
難
所
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主な内容

第 号193
発行 / 上尾市議会
編集 / 議会報編集委員会
〒362-8501
埼玉県上尾市本町3-1-1
電話 048-775-9467

令和２年（2020）
２月号新たな30人の顔ぶれでスタート

　１月９日、改選後初の議会として臨時会が開催され、議長に大室尚
議員、副議長に長沢純議員が就任しました。その他、各常任委員会委
員、議会運営委員会委員の選任などが行われました。

委員会活動 R１.10.16 ～ R２.１.15
３月定例会日程（案）

開会
質疑、予算特別委員会
の設置、委員会付託

予算特別委員会
委員会
（総務、都市整備消防）
委員会
（文教経済、健康福祉）
予算特別委員会

一般質問
閉会

２月20日
26日

４日

５日

９日

23日
※開議時間は午前9時30分を予定
　しています。

＊３月定例会は、２月20日
  （木）に開会予定です。 

　請願、陳情、要望の提出
期限は、２月14日（金）
までとなります。
　上尾市議会ではイン
ターネットを利用した議
会中継（ライブおよび録
画）を行っております。
　詳しくは、議会事務局
（☎775-9467）へお問い
合わせください。

委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

矢 口　豊 人
戸 口　佐 一
田 島　　純
原 田　嘉 明
轟　　信 一
井 上　智 則
樋 口　　敦
戸野部直乃

上尾市議会HPアドレス

議会報編集委員会

http://www.city.ageo. 
　  lg.jp/site/shigikai/

「議会だより」は再生紙を使用しています

◆自動車関係諸税の抜本見直しを求める意見書
提出先⇒内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　経済産業大臣　国土交通大臣　
　　　　環境大臣　衆議院議長　参議院議長

提出先⇒内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣　衆議院議長　参議院議長
◆加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制度の創設を求める意見書

12月定例会最終日の12月24日、議員提出議案として意見書２件を提出し、
可決しました。可決した意見書の件名と提出先は次のとおりです。

－意見書２件を原案可決－

月・日 案　　　　件委 員 会 名

総務常任委員会
12/12
1/9

12/13
1/9

12/12
1/9

12/13
1/9

10/28
12/4

10/24・25
11/１
11/11
12/6・20

10/16
12/3
12/11

1/9

文 教 経 済
常 任 委 員 会

議 会 改 革
特 別 委 員 会

小敷谷地内フェンス
ブロック擁壁撤去･
新設工事の経緯
に 関 す る 調 査
特 別 委 員 会

議会運営委員会

・12月定例会提出議案６件、請願１件を審査
・正副委員長の互選

・12月定例会提出議案４件を審査
・正副委員長の互選

・12月定例会提出議案６件を審査
・正副委員長の互選

・12月定例会提出議案６件を審査
・正副委員長の互選

・政治倫理条例について
・議会改革特別委員会報告書および委員長報告
について

・証人喚問について
・記録の提出について
・調査結果についてなど
・調査報告書についてなど

・議会運営について協議（協議回数６回）
・正副委員長の互選および議会運営について
協議（協議回数３回）

・「あげお議会だよりNo.191」の内容について協議
・「あげお議会だよりNo.192」の内容について協議
・「あげお議会だよりNo.192・193」の内容につい
て協議

・正副委員長の互選および「あげお議会だより
No.193」の内容について協議

都 市 整 備 消 防
常 任 委 員 会

12/6～24
1/9

健 康 福 祉
常 任 委 員 会

議 会 報
編 集 委 員 会

AGEO CITY No.193令和 2 年 2 月号 / 議会だより

▲文教経済常任委員会の審査 ▲健康福祉常任委員会の審査

●令和２年第１回臨時会
正副議長あいさつ、委員・会派構成
●令和元年12月定例会
主な議案、委員会審査、討論、提出議案とその結果

決算審査、百条委員会、議会改革、所管事務調査

市政に対する一般質問
委員会活動

２～３ページ

４～６ページ

７～９ページ
10～15ページ

16ページ

…     

……………………　  

……………………　  
………  　　

………………………… 

27・28日、３月２・３日

10～12日、16・17日


